
学習内容報告書 フォーマット 

 

学校名 益田市立小野中学校 

授業者 田中 浩二 

1.  単元計画 

実施した活動内容に基づきご記入ください。 

1-1.  単元名 

隠岐諸島について調べよう 

1-2.  学年 

３年生 

1-3.  教科（単元を実施する教科を全てお書きください） 

総合的な学習の時間 

1-4.  単元の概要 

 ６/１６（木）～１８（金）に実施する修学旅行で訪れる予定の見学地について、小グループで分担し、事

前に調べ学習を行う。お互いに調べた内容を発表し合い、興味・関心を高めながら実際の修学旅行に臨むこ

とができるようにする。 

また、旅行後には、隠岐諸島でお世話になった方々に感謝の気持ちを伝えるためのお礼状を送り、文化祭で

は、自分たちが経験したことが伝わるような掲示物を作成する。 

 

1-5.  単元設定の理由・ねらい 

 今年度の修学旅行は、新型コロナ感染症拡大防止のため、行先を島根県内と決めたが、県内でも海に囲ま

れ自然豊かな隠岐諸島に行くことで、地域のすばらしさやつながりを感じるよい機会ととらえた。 

 修学旅行の目的を 

 ① 世界ジオパークに認定された隠岐諸島を訪れ、その自然や歴史について理解を深める。（海洋教育） 

 ② 集団での宿泊体験や班別行動などを通して、秩序を重んじ、協力する態度を育てる。 

 ③ 中学校生活のかけがえのない思い出をつくり、仲間とのきずなを深める。 

と設定し、海洋教育を進めるポイントとした。 

 

1-6.  育みたい資質や能力、態度 

・修学旅行の行き先を事前に学習し、興味・関心を高める。 

・隠岐諸島と小野地区は、距離は離れているが海でつながっていることを意識する。 

・隠岐の自然や歴史、文化などを学び、それらを守ってきた人々の思いを理解する。 

 



1-7.  単元の展開（全１７時間） 

時

数 
学習活動・主な内容 

教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

2 

○修学旅行（隠岐諸島）に行こう。 

 ・修学旅行の行き先を知る。 

 ・見学地についての概要を知る。 

 ・事前にどのようなことを調べるか、決める。 

 ・調べ学習の小グループ編成 

 

・修学旅行の概要について説明する。 

・事前にどのようなことが知りたいか（調べてみた

いか）、生徒の意見を中心に整理する。 

・調べ学習がスムーズに進められるように、グルー

プ編成を行う。 

10 

○隠岐諸島について調べよう。（3グループ） 

 ・歴史（史跡） 

・風土（観光、交通） 

・産業（特産物、経済） 

の３グループに分かれ、インターネットや書物

などを使って調べ学習を行う。また、それぞれが

調べたことをほかのグループに説明できるよう

に資料（パワーポイント）にまとめる。 

 

・生徒の調べ学習の支援をする。 

 （資料の提供、アドバイスなど） 

・パワーポイントの作成支援をする。 

2 

○調べたことを発表し、情報共有しよう。 

 ・それぞれの調べ学習の成果を発表する。 

 ・ほかのグループの発表を受けて質問などを 

行い、更に内容を深める。 

 

・自分たちが調べたことが他の班グループの人にき

ちんと伝わるような工夫を促す。 

・ほかのグループの発表を受けて、質問やよくわか

ったことを伝えるように促す。 

○修学旅行（隠岐諸島）実施 ２０２１年６月１６日（水）～１８日（金） 

1 

○修学旅行でお世話になった方にお礼状を出そ

う。 

 ・修学旅行中に隠岐諸島でお世話になった方々

に感謝の気持ちを伝えるためのお礼状を書く。 

 

・楽しく思い出深い修学旅行ができたのは、現地の

スタッフの方々のご協力があったからであると伝え

る。 

2 

○修学旅行のようすを文化祭で伝えよう。 

（展示発表） 

・楽しく、有意義であった修学旅行のようすを、

文化祭で展示し、伝えるための資料を作成する。 

 

・家族や、他学年の生徒に、隠岐での体験を伝える

ための資料作りであることを伝える。 



 



 

 

 

 

 

 



2.  学習活動の実際 

実施した単元中のキーとなるような時間（導入の時間・主となる活動の時間・まとめの時間など）の学習内

容をご記入ください。また、複数の時間についてご記入いただける場合には、この項目をコピーして複数記

入していただいて構いません。 

2-1.  単元における位置づけ 

単元 17 時間中の 13～14 時間目  

※例：単元 10時間中の 2時間目 / 単元 15時間中の 4,5時間目 

2-2.  本時の目標 

・隠岐諸島についてグループで調べたことを、他の人たちに分かるように発表する。 

・ほかのグループの発表内容について質問したり、よく分かったことを伝え合い、理解を深める。 

2-3.  本時の展開 

主な学習活動 / 反応 教師の指導・支援 / 評価の視点（方法） 

○隠岐諸島について調べたことを、パワーポイントを

使って発表する。（3グループ） 

 ・歴史（史跡）：４人グループ 

・風土（観光、交通）：３人グループ 

・産業（特産物、経済）：３人グループ 

 

それぞれが調べた内容について、質問や意見を交換

し、実際に修学旅行へ行った時の参考となるように、

興味・関心を高める。 

 

・それぞれの発表内容が、他のグループに人たちにき

ちんと伝わるように、声の大きさや聞いてほしいポイ

ントが分かるように工夫することを指導する。 

・自分たち以外のグループが調べたことについて興

味をもち、分かりにくかったことやもっと知りたくな

ったことなどの意見交換をするように伝える。 

3.  今回の活動の自己評価 

○今年度の修学旅行は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため例年と異なる形（例年は東京方面 ２泊

３日）で実施することになったが、その結果、県内ではあっても訪ねる機会が少ない「隠岐諸島」に行くこ

ととなり、海洋教育につなげることができたのは意義深いものであった。 

○生徒の反応としては、行く前の初期段階では隠岐諸島に関する興味が薄いものであった。しかし、事前学

習で調べることにより少しずつ関心をもつようになり、実際に訪ねてみることでたくさんのことを学び、有

意義で楽しい修学旅行となった。 

○距離としては遠く離れた隠岐諸島ではあるが、自分たちの住んでいる小野地区と海でつながっているとい

う意識を改めてもつことができた。 



4.  今後の課題 

○この度は、感染症対応のため、また、海洋教育からの補助があり、修学旅行費用としてはかなり抑えられ

ることができたが、今後、隠岐諸島への修学旅行を継続することとなると、保護者の費用負担が大きくなる

可能性が考えられる。 

5.  本学習内容報告書活用にあたっての留意点 

修学旅行中の写真に生徒の顔が分かるものが含まれているので、その取扱いにご配慮いただきたい。 

 

※実施した単元ごとに作成してください。 

※写真、画像、図表等の使用可。必要に応じて記入欄やページ数を増やしても構いません。 

※基本レイアウト 

フォント：MS明朝、10.5ポイント / マージン：上下端 20mm、左右端 16mm 

※ファイル名は「学習内容報告書_学校名」とし、複数提出する場合は学校名の後に数字を記載してください。 

  例：学習内容報告書_海洋市立パイオニア小学校 1 

※年間指導計画（年間の指導計画における単元の位置づけが分かる資料）があれば別添資料として提出してくださ

い。フォーマットの指定はありません。 
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